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1. はじめに 
高強度を必要としない自己充填コンクリートの経済

性向上のために，水セメント比を高くする必要がある

が，ペーストと骨材の間の粘着力が低下して剥離が生

じやすくなり，所要の自己充填性が得られなくなる恐

れがある．その問題解決のために，ペースト相に高粘

着力を付与する新型増粘剤が開発された． 
本研究では，この増粘剤(A，B，C，D)による粘着力

及び粘度の向上効果を調べる．増粘剤の種類により付

与される粘着力及び粘度の違いと，モルタルフロー値

の経時変化を比較する． 

2. 増粘剤添加により付与されるペーストへの剥

離強度及び粘度の比較 
 増粘剤を添加したペーストについて，練り混ぜ終了

から 10 分後の粘着力と塑性粘度を比較した．水平摩

擦せん断試験機を用いて試料ペーストが固定面から剥

離する最大静摩擦力を粘着力とし測定し，単位接触面

積当たりの剥離強度を求めた．塑性粘度は回転粘度計

試験機を回転数 3 rpm により測定した．ペーストの配

合は，フロー値 250±10 mm となるモルタル配合をも

とに，砂の拘束水比を考慮して設定した(表-2，図-1)．
消泡剤は添加した増粘剤の質量の 25 %を添加した． 
 増粘剤 A を添加のものと比較すると，増粘剤 B，C
及び D は全て粘度付与効果が高かった一方，粘着力付

与効果は B と C のみが高かった(図-2)．なお，増粘剤

A の添加量を大きくしたものには剥離強度の上昇が見

られず，粘度のみが上昇し，粘着力付与効果の上限を

示した． 
 さらに，これらの増粘剤を用いたフレッシュコンク

リートの自己充填性試験により障害 R1 での上昇高さを

求めた(図-3)．剥離強度が高くなると自己充填性レベル

が向上する傾向が得られた． 

表-1 使用材料 
材料 概要 記号 
水 上水道水 W 

セメント 普通ポルトランドセメント C 

細骨材 石灰砕砂(比重：2. 68g/cm³，吸水率：0. 81%，粗

粒率：2. 63) S 

粗骨材 石灰砕石(比重：2. 70g/cm³，吸水率：0. 25%，粗

粒率：6. 27) G 

高性能 AE
減水剤 ポリカルボン酸エーテル系化合物 SP 

増粘剤 低分子量セルロースエーテル系  VMA 
消泡剤 ポリエーテル系 D 

表-2 基本配合 

試料 W/C s/m 
単位量(kg/m3) 

W C S G 
コンクリート 0. 45 0. 55 185 410 1032 810 
モルタル 0. 45 0. 55 264 586 1474   
ペースト 0. 33  510 1544   

 

図-1 増粘剤の種類と添加量によって異なるモルタルフロー

値 250±10 mm を得るのに必要な減水剤の添加量 
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図-2 各増粘剤添加ペーストの粘度と剥離強度の関係 

 

図-3 ペーストの剥離強度とフレッシュコンクリートの自己

充填性レベルとの関係  

3. ペーストの粘着力の簡易推定法 
最も静置状態に近い回転数 0.3 rpm に設定して回転

粘度計により測定したモルタルの塑性粘度と，自己充

填コンクリートのモルタル用漏斗流下時間との関係(図
-4)から，粘着力の指標を考案した．塑性粘度と漏斗流

下時間の比を「粘着指数」と定義した． 
 これを用いた「粘着指数」と剥離強度との関係を示

す(図-5)．ペーストのフロー値 290±10 mm の範囲では

「粘着指数」の有効性を確認出来た． 

 
図-4 塑性粘度と漏斗流下時間の関係 

 
図-5 剥離強度との相関から粘着指数の有効性を検証 

 

4. 結論 
(1) ペーストの粘着力及び塑性粘度の測定により，新

たに開発された複数種類の増粘剤の特性を定量化

し比較した．フレッシュコンクリートの試験によ

り，これらにより付与された高い粘着力及び粘度

による自己充填性の向上効果を確認した． 
(2) 回転粘度計による塑性粘度の測定は，ペーストの

粘着力による影響を受けており，低速度ではその

影響が大きいと考えられる． 
(3) 塑性粘度と漏斗流下時間の比をフレッシュペース

トの粘着力の指標とすることの有効性を，水平摩

擦試験から得られた剥離強度から，ペーストフロ

ー値 290±10mm の範囲で検証できた． 
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